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手術部は、医療機関の中でも最も高度な清浄度を維持しておかなければならない区域です。 手

術室内の清潔度を維持するためには、清潔区域別の行動や服装の厳守、手術別の清潔度の理解、

感染症患者の手術後の環境整備など感染防止の認識と実行が必要とされます。手術室前室には、

入 ・退室患者のベッドの搬送や業者による手術器材の搬入などが行われる場であり、 床の汚染が

免れません。

当中央手術部では、手術室前室の床の汚染防止のために、抗菌マットを使用していました。し

かし、抗菌マッ トは高額であることや感染学会等でその効果性が疑われていること等から、抗菌

マットの使用については、検討が必要であると考えていました。また、手術室内の日常清掃業務

を行っている会社の顧問青木先生からも、塩化ベンゼトニウム（以下ハイアミン液という）によ

る清拭の効果についてのアドバイスがあり、清拭法に切換える事にしました。清拭時間の間隔は、

抗菌マット使用時の床の菌を、ペタンチェックで採取したコロニー数と、2時間毎清拭～4時間

毎清拭 （以下、 2時間清拭～4時間清拭という）を行った時のコロニー数を比較して、4時間清

拭に決定しました。また約4ヵ月後に2時間清拭～4時間清拭の再検査も行いました。

その結果、「ハイアミン溶液による 4時間清拭は、抗菌マッ ト使用時と同様の効果がある事を

確認しました。経費面でも年間約400万円以上の削減ができましたり のでここに報告します。

研究期聞は、平成 10年 12月6日から平成 11年7月 15日です。

スライドお願いします。 左①

当中央手術部では、 手術室前室の汚染防止のために、大研医器株式会社の抗菌マット（ウェッ

トマッ トと水取りマッ ト） を使用していました。ウェッ トマッ トはl枚あたり 250ml以下の水

をまんべんなく撒いて湿潤させることにより、抗菌作用があると言われています。水取りマッ ト

はウェットマットの前後に設置して、 履き物の裏の水分を拭き取って、滑らないようにするもの

です。 マッ トはどちらも1週間に l回、毎週金曜日に貼り替えていました。抗菌マットの周囲

の床は 1日l回プリセプト溶液で清拭をしていました。

手術室内の床の汚染防止に関しては、「粘着マッ ト等の抗菌グッズよりも、拭き掃除の方が効

果的である」乙とを感染 ・滅菌学会等で学んでいました。また平成 10年度から中央手術部の日

常清掃業務を行っている会社の顧問・青木先生からも「手術室内の環境整備には 0.1%～0.2% 
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ハイアミン溶液による清拭で十分効果的である」というアドバイスがありました。ハイアミン液

の用法・用量説明書には「手術室の消毒は0.05%～0.2%溶液で清拭する」とあります。ハイア

ミン液の薬価基準による値段は 12、990円と安価でもあります。

そこで「抗菌マットからハイアミン溶液による清拭に切換えても、床の汚染防止の効果は維持

できる。またコスト削減を図る事ができる。」と考え、手術室前室の床を0.2%ハイアミン溶液

による清拭に切換える事にしました。

清拭時間の間踊を決めるためには、栄研器材株式会社の、環境微生物検査用「ペタンチェッ

ク」を使用しました。床の菌をペタンチェックで採取し、48時間培養後のコロニー数を測定して、

抗菌マット使用時と比較し、コロニー数が少ないか、同等である清拭時間の間隔に決定する事に

しました。菌の採取時間はいずれも 18時の清拭の前としました。

スライド次左②

平成 10年 12月 17日、抗菌マット使用時の床①～⑬の菌を採取しました。抗菌マット除去後、

平成 11年 1月11日～ 1月21日の聞に、 2時間清拭～4時間清拭を行い、床の菌を同様に採

取して検査しました。

スライド右お願いします。 右①

とれは抗菌マット使用時と 2時間清拭、4時間清拭のコロニー数を比較したものです。 4時間

清拭のコロニー数は①～⑮のほぼ全てにおいて、抗菌マット使用時のコロニー数と同等であるか

下回っています。

スライド左次、右結構です。 左③

この結果から、清拭時間の間隔を表 lのように 4時間毎としました。その後、 4時間清拭の効

果を確認するために、平成 11年6月28日～7月 15日の聞に、前回と同様の方法で2時間清

拭～4時間清拭のペンタチェックによる検査そ再度行いました。

スライド左右次 左④・右②

図4は抗菌マット使用時と 2時間清拭のコロニー数を比較しています。図5は抗菌マット使

用時と 4時間清拭のコロニー数の比較です。

スライド左次、右結構です。 左⑤

これは抗菌マッ ト使用時と 2時間清拭、4時間清拭のコロニー数の比較です。 2時間清拭では、

①～⑩全て、抗菌マッ ト使用時よりも低い数値を示しています。 4時間清拭においても①～⑮の

全て、抗菌マット使用時と同等か、低い数値を示しています。このことから、 4時間清拭を継続

しでも抗菌マッ ト使用時と効果は変わらないと考えます。

小林等は、手術部位感染防止ガイドラインの中で、「感染対策として手術部あるいは各手術室

入り口に粘着マッ ト等を設置しないこと・・・。その日の最後の手術終了後、病院消毒液を用いて、

手術室床面の清拭老行うこと・・・」等老発表しています。

スライド左 左＠

次にコス ト削減について述べます。手術室前室は、乙のようにウェットマット 16枚、水取りマツ
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ト12枚を貼り、 1週間に 1回貼り替えていました。また術前手洗い場の床8ヵ所に水取りマッ

トを34枚使用していました。 これは、術前手洗い時に消毒液や水の飛び散りによる床の汚染者E

防止するためです。他に中央材料室との境界部にウェットマットを2枚使用していました。これ

らは2週間に l回貼り替えていました。

図7は抗菌マットの年間使用数と費用の概算です。 1年間の抗菌マットにかかる費用は

4,112,736円に昇ります。

スライド右次 右③

これはハイアミン液の年間使用量と費用の概算です。 l回の清拭で 50mlのハイアミン液を使

用します。1日5回の清拭で250ml、1カ月で5000ml、l年で60t使用する計算になります。

ハイアミン液の薬価基準は 990円です。 1年間のハイアミン液の費用は59,400円になります。

スライド左右次 左⑦・右④

これは抗菌マットとハイアミン液の年間費用を比較しています。手術室前室の汚染防止を抗菌

マッ トからハイアミン溶液による清拭に切換えた事により、年間費用が約70分の 1に減りまし

た。金額では約400万円の削減です。

青木農は『ICUや手術場の入り口に見られる粘着マットや消毒液の噴霧、さらには目を覆うば

かりの “抗菌グ、ッズ”の氾濫といったわが国独特の現象と、わが国の多くの病院でサーベイラン

スが行われていない事とは無縁ではない。粘着マットや抗菌グ、ッズの効果 （無意味さ）を判定す

る、サーベイランスという「ものさしJがない事は、重要な問題である。』と述べています。

私たち医療者の最終目標は「病院感染症を減らす事」であり、それには手術部位感染のサーベ

イランスが必要となります。

一山智は「必要な感染防止対策を怠り患者あるいは医療従事者に感染症起こすような事があれ

ば、道義上はもとより、コスト面でも多大な負担がのしかかる」と述べています。また 「優れた

コスト対策効果は、臨床疫学に基づいたサーベイランスシステムの構築と科学的に評価された必

要な対策の整理によって達成される」と述べています。

今回、私たちは手術室前室の汚染防止を高額な抗菌マットからハイアミン溶液による清拭に切

換えることで、効果維持とコスト削減を目的に研究そしてきました。今後は、感染防止対策に欠

かせない、手術部位感染のサーベイランスについて学びを深め、患者により安全な環境を提供で

きるよう、研究を重ねて行きたいと思います。
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